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Aboriginal Population  Dynamics  : An Overview

Shuzo KOYAMA

   Radcliffe-Brown estimated that at the time of European 
settlement there were about 250,000 aborigines in Australia 

 (1930). Applying population increase rates derived from the 
Jomon Period to an original founder population of twenty and 
an increase ratio of 0.0005, the aboriginal population would 
have reached 250,000 in about 30,000 years. The decline of the 
aboriginal population began at the end of the 18th century, with 
European settlement, and destruction continued such that by the 
beginning of this century the whole population was in danger of 
extinction. Censuses indicate that recovery of the popula-
tion started only after 1920. Compared with other indigenous 

populations which had a similar historical experience to the 
aborigines, the rate of recovery of the aboriginal population 
was very rapid. This surprisingly high rate was due mainly to 
a growth in the population of people of mixed descent, particu-
larly in urban areas, rather than among the remote populations 
of full-blood, which did not start to increase until somewhat later. 
The development of a pan-aboriginality during the 1970s further 
increased the rate of population increase, as many people of 
mixed descent reasserted their aboriginal identity.

1.ア ボ リジ ニ社 会 とア ウ トステ ー シ ョ ン運

動

n.ア ボ リジ ニ の人 口
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B.ミ ッションと リザーブ

C.伝 統社会 の再生への基盤

V.ア ウ トステーシ ョン蓮動 と社会再編成

A.ア ウ トステーシ ョン運動 の勃興 と制度

化

B.伝 統社会の確立

C.芸 術 と社会 の復興

VI.異 文化接触の顛末

1.ア ボ リジ ニ社 会 とア ウ トス テ ー シ ョン運 動

　伝統的部族社会が西洋文明国家 と対峙 したとき,人 口が減少 し,社 会崩壊がおこり,

文化的活力を失 い衰退あるいは絶滅するという現象は近代世界史にみられる一つの普

遍的パターンである。オース トラリア大陸の原住民,オ ース トラリア ・アボリジニの

運命もその範疇か らもれることはなかった。 いや,む しろ彼 らが 自然 にちらばる食

物を集める狩猟採集民であり,数 家族 か ら構成 され る集団(ホ ル ド[RADCLIFFE-

BROWN　 l930a])で 生活するという人類のもっとも古い社会経済段階にあったため

に崩壊のプロセスはいっそう速 く激 しかったといえる。

　1788年 オース トラリァが英国の植民地となって以来,1960年 代までの歴史をまとめ

たロウリィーの著作[ROWLEy　 l970]は アボ リジニ社会の崩壊にいたる悲惨な過程

と,完 全に手詰まりとなって将来に展望のない暗い現状とを描きだしている。それを

みるかぎりアボリジニは終極的には白人社会に吸収され消滅すると考えざるをえない。

その理由としては1960年 代までのアボ リジニは白人との混血がすすみ,都 市部ではス

ラムに住み,小 さな町ではその縁辺部の住民(fringe　 dweller)と なっていたこと,

また,純 血の多いアーネムランドや砂漠地方などの大保護区(Reserve)で は,人 々が

主として ミッションのつ くるセッルメントに集中して白人社会 に寄生 した生活をして

いたためである。セッルメン トに蝟集した人々は,本 来の領地をはなれたため狩 りや

漁撈や採集を中心とする生活活動ができな くなり,食 糧は白人か らの配給 にたよって

いた。その結果,生 業に密着 している社会組織,信 仰,儀 礼,神 話などの伝統を急速

に失いつつあった。また彼 らの生活観や自然観は,ミ ッションによるキリス ト教の教

化活動により根底から激 しくゆるがされるとともに白人社会の教育　　英語,数 学,

技術,宗 教　　を教えこまれた若者と老人を中心 とする成年層の意識および行動のギ

ャップはひろがるばかりで,伝 統的技術や精神が次世代にほとんど手渡 されないとい
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う状 態 に お ちい って い た 。 つ ま り60年 代 の ア ボ リジ ニ社会 の 状況 は,も し幸 運 に も彼

らが 人 種 と して 滅 亡 す る こ とが な くて も,そ の 社 会 の 内容 は伝 統 とは ま った く関係 の

な い,オ ース トラ リアの 最 下層 の 白人(poor　 whitc)と 同 じ もの に な るだ ろ う と予 想

され た の で あ る。

　 と ころ が,1970年 代 にな る とア ボ リジニ 社会 に突 然,予 想 外 な動 き　 　 そ れ ま で の

集 中化 とは逆 の分 散 化(decentralization)　 が お こつ声 ・ ノ ーザ ンテ リ トリーの保

護 区 ア ー ネ ム ラ ン ドで は,人 び とは 小 さ な グル ープ をつ くっ て ミ ッ シ ョンや オ ース ト

ラ リア政 府 管 理下 の施 設 の 整 備 され た セ ッ ル メ ン トを は なれ,自 分 た ちの 領 地 にむ ら

(outstation)を つ くって住 み は じめ た の で あ る 。 そ の動 きは 同 じノ ーザ ンテ リ トリー

の 中央 砂 漠 地 帯 か ら西 オ ース トラ リァ へ,さ らに オ ース トラ リァの 他 の地 域 へ とひ ろ

が って い ったの で あ る。

　 ア ボ リジニ社 会 を ま も り,彼 らの 生 活 を 向上 させ よ うと い う姿 勢 を伝 統 と して と り

つ づ け て きた オ ー ス トラ リア の 人 類 学者 は この動 きを ア ボ リジ ニ の社 会 運 動 と して と

らえ,ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動(Outstation　 Movement)と よん で 注 目 し,こ れ が ア

ボ リジニ 社 会 の文 化 復 興 に まで つ な が る と して 高 い評 価 を あ た え た。 た と え ば ク ー ム

ス は 早 くも1973年8月,第45回ANZAAS会 議 の人 類 学 部 門 の 会 長 講 演 で ア ウ トス

テ ー シ ョン運動 に つ い て の概 略 と見 通 しを のべ,そ の 結 果 を1974年 に発 表 して い る

[CooMBs　 l978]。 ま た1974年 に は ア ボ リジ ナル 研 究 所 で 隔年 に お こな われ て い る ア

ボ リジニ 社会 の 文 化変 容 研 究 会 で の主 要 セ ッシ ョン と して ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動 が

と りあ げ られ,各 地 か らの実 例 報 告 が お こな わ れ て い る[BERNDT(ed.)　 1977]。 そ

の 後,ア ボ リジニ 社会 研 究 の た め の補 助 金 もア ウ トス テ ー シ ョン運動 に 関 す る調 査 研

究 に重 点 的 にわ りあ て られ るよ うに な った 。 そ の 結 果70年 代 後半 か ら人 類 学 ・社会

学 な どを 中心 に ア ウ トス テ ー シ ョ ンに か か わ る大 きな 分 野 が 形 成 され て い った。 ま

た ア ボ リジ ニ社 会 に働 く白 人 た ちの間 に も この問 題 に 対 す る 関心 が 高 ま って い っ た

[GILLEsPIE,　 CooKE　 and　 BoND　 1977]。 筆 者 らが1980年 にア ーネ ム ラ ン ドに 調 査 に

入 った の は こ の よ うな社 会 的,学 会 的 状況 の な か だ った。 その 後 文 部 省 科 学 研 究 費 の

補 助 に よ って,1982,・984・1986年 に 調査 を お こな い・.日本 で ア ボ リギ ニ 華 術展 を お

こな うなど1)彼 らとの接触がつづいているが,つ よ く感 じる事は1980年代にアボ リジ

ニ社会が質的にも精神的にも著 しく充実,発 展 してきたことである。彼らの社会が崩

壊から立ちなおり,再 編成され,文 化的に復興 しつつあることがわかるのである。

　 本論文ではオース トラリア ・アボリジニ社会を人口という視点か らとらえようとし

た。この場合,人 口は単なる量としてではな く文化を支える力とみな している。すな
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わち人口量を 「一定の行動や思考のパターン(=文 化)を 共有 し支えている集団」の

力の係数 と考えるか らである。そのための切り口として最近の社会現象としてのアウ

トステーション運動をとりあげ,人 口の時代的変動からアボリジニ社会の崩壊 と復興

のプロセスを考えることにしたい。

豆.ア ボ リジ ニの 人 口

A.人 口論 的 アプ ローチ

　アボ リジニ社会の歴史的人口についていわゆる人口学的研究はほぼ不可能である。

なぜなら,オ ース トラリァ連邦憲法には 「オース トラリァにおける公式の人口調査か

らfull-bloodア ボリジニ2}は 除く」 と明記され統計から除外されているからである

(この条項は1967年5月27日,国 民投票によって廃止された)。 そのため人口学研究

に必須なデータ　　出生,死 亡,移 出,移 入　　の具体的な数はまった くわからない。

基本的な人口量でさえも単なる推測値や状況証拠,断 片的な記録にたよらざるをえな

い状態である。 したがってここでのべようとするのは,正 統的な人口学ではなく民族

人口学 とで もよぶべ き分野なのかもしれない。

1)1980.6-7　 国立民族学博物館海外標本資料収集(小 山修三)

　 1982.7-10　 昭和57年 度科学研究費補助金海外学術調査 「オース トラリア原住民社会の計量

　　　 　　　　 人類学的研究」(小 山修三 ・松 山利夫)

　 1983.9　 　 「オース トラリア ・アボ リジニの芸術」(於 じゅらく染色資料館)・ 「アーナベラ

　　　 　　　　 のバティ ック」(於 ギ ャラ リー じゅらく)

　　　 　　　　 *豪 日交流基金の援助によるこの展覧会 のため中央砂漠 アーナベ ラの原住民芸

　　　 　　　　　 術家ユパ ティ,ニ ュカナの二人 とクラフ ト ・ア ドバイザーのW・ ヒリヤー ド

　　　 　　　　　 女史 が来 日 した。

　 1984.7-11　 昭和59年 度科学研究費補 助金海外学術調査 「オース トラリア原住民社会 の再編

　　　 　　　　 成」(小 山修三 ・松山利夫 ・藤原宏志(宮 崎大学)・杉藤重信(甲 南大 学))

　 1985.6　 　 国立民族学博物館研究公 演 「狩人の夢一 オース トラリア ・アボ リジニの歌 と

　　　 　　　　 踊 り一 」(於 民博講堂)

　　　 　　　　 *オ ース トラリア政府アボ リジニ省(DAA),豪 日交流基金 の依頼 と協力により,

　　　 　　　　　 ガルプ リル主宰の ラマ ンギ ング ・ダ ンシンググループ4人 およびマネージャ

　　　 　　　　　 ーJ.ク ロフ ト氏(DAA)が 来た。公演 内容を ビデオに作成 した。

　 1986,7-8「 特別展　国立民族学博物館 出品　狩人 の夢　オース トラ リア・アボ リジニの世

　　　 　　　　 界 」(於神戸市立博物館)

　　　 　　　　 *ア ボ リジニ芸術家ナイアメラ父子,ウ ヌウン,ブ ル ンブル ンおよびクラフ ト

　　　 　　　　　 ・ア ドバイザ ーD.ベ ネ ッ ト,S・ コ リンズ,　G.ゴ ジュワ氏が来 日。岩壁画

　　　 　　　　　 の製作,講 演,演 奏会 などをお こな った。

　 1986-8《1987)2　 昭和61年 度科学研究費補助金海外学術調査 「オース トラ リア ・アボ リジ

　　　 　　　　 ニ社会の経済変容」(小 山修三 ・松山利夫 ・杉藤重信。現地参加:窪 田幸子(甲

　　　 　　　　 南大学)・河 内ま き子(東京大学))

2)純 血アボ リジニの意 であるが,原 住民 の意 ととるべ きか。政府 のfull-bloodの 定 義につ いて

は後述。
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　 ア ボ リジニ人 口 の 内容 と構 成 は ま こ とに あ い ま い で あ る。 表1-aの 数 値 は主 と して

ジ ョ ー ンズ に よ る[JoNEs　 l970]。 も っ と も早 い1788年 の 値 は ラ ドク リフ ・ブ ラ ウ

ンの推 定 で あ る[RADcLIFFE-BRowN　 l930b]。 ま た1966年 以 前 の 値 は政 府 統 計 で

あ るが,1901年 お よび1921年 の もの につ い て は,西 オ ース トラ リア州 と タ ス マ ニ ア

で は 「ア ボ リジニ は存在 しな い」 とい う州 政 府 の見 解 に よ って,混 血 ア ボ リジニ は ヨ

ー ロ ッパ 人 と して 登 録 され て お り
,ク ィ ー ンズ ラ ン ド州 の ノ ーザ ンテ リ ト リーで は,

full-bloodア ボ リジ ニが 統 計 の 対 象 か らは ず さ れ て い る な ど州 に よ り基 準 が 異 な って

い る。

1921年 度 以 後 は,政 府 は 集計 は しな い が ア ボ リジニ につ い ての 資 料 をで き るだ け集

表1-aア ボ リ ジ ニ の 人 口 推 移

州
年 1788i) 19012) 19213) 19474) 19665) 19816)

ニ ュ ーサ ウス ウ ェー ルズ

ビ ク ト リ ア

ク ィ ー ン ズ ラ ン ド

南 オ ー ス ト ラ リ ア

西 オ ー ス ト ラ リ ア

タ ス マ ニ ァ

ノ ー ザ ン テ リ ト リ ー

首 都 特 別 区(ACT)

計

40,000　 　　　8,065　 　　　6,067

11,500　 　　　　　521　 　　　　　573

100,000　 　　　26,670　 　　　15,454

10,000　 　　　3,070　 　　　2,741

52,000　 　　　5,261　 　　　17,671

　 2,500　 　 　 　 0　 　 　 　 0

35,000　 　　　23,363　 　　　17,973

　 　 -　 　 　 　 -　 　 　 　 　0

251,000　 　　　66,950　 　　　60,479

11,560　 　　　13,613　 　　　37,758

1,277　 　　　1,790　 　　　9,087

16,311　 　　　19,003　 　　35,664

4,296　 　　　5,505　 　　　9,476

24,912　 　　18,439　 　　30,749

　 214　 　　　　　　55　 　　　2,544

15,147　 　　　21,119　 　　　28,680

　 100　 　　　　　　96　 　　　　　755

73,817　 　　79,620　 　　154,713

POfficial　 Year　 Book　 of　lhe　Commonweallh　 of/Aecslralia　 No ・23(1930)に 載 せ られ たRadcliffe・

　 Brownに よ る 推 定 値

2,0fficial　 Year　 Bo。 々 。f　tlie　C。mm。n　 Weallh　 of.Australia　 No .11901-7か ら作 成

3)Official　 Vear　 Book　 of　the　 Common〃 診α〃んof　 Auslralia　 No,171924

4)Staslislicians　 Re?ort　 on　 tke　 l947　 Census

5)　Census　 of　the　 ()ommonweallk　 of　 Auslraliα 　1966

6)1981セ ンサ ス に 対 す るE・K・Fiskの 訂 正 値

表1-b人 口 増 加 率

州
期 間

ニ ュー サ ウス ウ ェー ル ズ

ビ ク ト リ ア

ク ィ ー ン ズ ラ ン ド

南 オ ー ス ト ラ リ ア

西 オ ー ス ト ラ リ ア

タ ス マ ニ ァ

ノ ー ザ ン テ リ ト リ ー

首 都 特 別 区(ACT)

計

1788-1901　 　　1901・-1921　 　　1921-1947　 　　1947-1966　 　　1966-1981

一〇。0142

-O .　0274

-O.0117

-0 .0105

-0 .0203

-O
.0604

-0 .0036

十 〇.0000

-0.0117

一〇.0142

十〇.0048

-O .0273

-0 .0057

十〇.0606

十〇.0000

-O .0131

十 〇。0000

-O .0051

十 〇.0248

十〇.0308

十〇.0021

十 〇,0173

十 〇.0132

十 〇.1679

-0 .0066

十 〇.1387

十〇.0077

十〇.0086

→-0.0178

十〇.0080

十〇.0131

-0 .0158

-0 .0715

十 〇.Ol75

-0 .0021

十 〇.0040

十 〇.0680

十 〇.1083

十 〇.0420

十 〇.0362

十 〇.0341

十 〇.2556

十〇.0204

十 〇.1375

十 〇.0443
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め るよ うに 調査 官 に指 示 して お り,1924年 か らは ア ボ リジニ の特 別 セ ンサス を毎 年 お

こな う こ とを きめ て い る[JONES　 1970:5]の で ア ボ リジ ニ人 口統 計 の精 度 は あ が っ

て い る。 しか し実 際 に統 計 と して の精 度 が高 くな るの は1961年 セ ンサ ス か らだ と いわ

れ て い る 。 そ れ で もfull。bloodア ボ リジニ 人 口 の精 度 につ いて は西 オ ース トラ リア で

80%,ノ ー ザ ンテ リ トリーで89%(他 の州 は100%)だ と され て い る。 そ の 理 由 は遠

隔 地 に住 む ア ボ リジニ は,移 動 民 で あ る た め居 住 地 の固 定 が む ず か し く,し か も 白人

(行 政 官)と の 接 触 を で き るだ け さけ よ う と して い た た め調 査 もれ が 多 い と考 え られ

て い る。 表1の 数 値 は これ らの 定 義 の不 明確 さ や調 査 もれ につ いて ジ ョ ー ンズ が補 正

した もの で あ る。1981年 セ ンサ ス は統 計 的 条 件 が よ うや くと との い精 度 が高 い とい わ

れ るが,資 料 の あ いま い さは依 然 残 って お り,フ ィス ク[FISK　 1984]が 修 正 を加 え

た 数 値 を 使 った 。

　 アボ リジニ 人 口値 が不 正確 で あ る の は,ア ボ リジ ニの 混血 化 の進 行 に と もな い 「誰

を ア ボ リジニ とよ ぶ の か」 とい う定 義 が あ い ま いだ と い う理 由が大 きい。

　 1961年 まで の セ ンサ ス で は ア ボ リジニ は1)ful1-bloodと2)half-casteの 二 つ の

カ テ ゴ リーに わ け られ て い た。1961年 セ ンサ ス記 入 用紙 の注 意 書 は次 の よ うにか か れ

て い る。 「ヨー ロ ッパ 人 は,出 生 地 の 如何 にか か わ らず,ヨ ー ロ ピア ンと か く。 非 ヨ

ー ロ ッパ 人 は そ の属 す る入 種 をか き入 れ る こ と　 　ア ボ リジナ ル
,中 国,ネ グ ロ,ア

フ ガ ン等 々。 も し混血(half-caste)で あれ ば片 親 が ヨ ー ロ ッパ 人 の 時,人 種 にH.　 C

と か く。 た とえ ばH.C.　 Aborigina1,　 H.　C.　Chinese等 々(指 示 を み よ)」 そ の指

示 に は次 の よ うな説 明 がつ け られ て い る。 両 親 が非 ヨ ーロ ッパ 系 で しか も異 な る人 種

の と き父 親 の 人 種 を か き入れ る こ と(H.Cと は か か な い こと)… … とあ る。ま た,

「父 親 が ア ボ リジ ニ,母 親 が ヨ ー ロ ッパ 系 で な い と き(half-casteの 意 味 か?)は

full-bloodと す る」 とい う定義 や,両 親 がhalf-casteの 場 合 につ いて の 説 明 は な い な

ど,人 種,と くに混 血 の 場 合 の 定 義 が 混乱 し不 明確 だ った の で あ る。

　 さ らに問 題 を い っそ う複 雑 に した の は連 邦 政 府 お よ び州 政 府 に皮 膚 の 色 や 顔 つ きが

白人 に ちか い ア ボ リジニ を で き るだ け 白人 と して認 め よ うとす る態 度 が あ った こ とで

あ る。た とえ ば西 オ ース トラ リア州 で は,1936年 の法 令 で は1/4以 下 の 混血 は 白人 で あ

るが 特 に 原 住 民(native)と 認 あ る 場 合 もあ る とい う 措 置 を お い て い る な ど で あ る。

一方
,混 血側 もア ボ リジニ で あ る か 白人 で あ るか の 選 択 の 態 度 が 人 種偏 見,土 地 所 有

権,賃 金,社 会 福 祉(老 人,寡 婦,身 体 障 害,医 療 保 証 な ど),選 挙 権,通 婚,酒 の

入 手 な ど につ いて の権 利 や制 約 が か らん で 時 代 に よ って 微 妙 に変 わ った よ うで あ る。

　 1981年 の セ ンサ ス で は分 類 を ア ボ リジニ(aboriginal)の 一 種 だ け と し 「全 面 的又
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は部 分 的 に ア ボ リジニ の血 を うけ,自 分 を ア ボ リジニ と認 定(ldentify)す る と と も

に,ア ボ リジニ ・コ ミュニ テ ィで あ る と自 ら認 定 す る集 団 内 で その 一一員 で あ る こ とが

認 め られ て い る もの」 と した 。 つ ま りア ボ リジニ を形 質 的(ま た はbiological)に と

らえ るの で はな く,ア イデ ンテ ィテ ィ に もと つ く社 会 集 団 と して と らえ よ う と して い

る ので あ る。

　 しか し以 上 の よ うな 資 料 的 限 界 を み こむ と して も,な お そ の数 値 は過 去200年 の ア

ボ リジニ社 会 の激 しい人 口の 変 動 の 様 子 は 十分 よ み とる こ とがで きるで あ ろ う。

B.　 人 口変動の歴史

　オース トラリア ・アボリジニの人口変動を時代的に概観すると大 きく三期にわける

ことがで きる。第一期はオース トラリァが植民地化される前の先史および原史時代の

自然増加期,第 二期は1788年 か ら1920年代までの激減期,第 三期は1920年 代か ら現代

(1981年)に み られる回復期である。 以下,各 期に特徴的な変動曲線を中心にのべる

ことにする。

　 1.　 自然 増 加 期(35,000年 前 一1788年)

　 オ ース トラ リア大 陸 に は少 な く と も35,000年 前 にア ボ リジニ の 祖先 と 目 さ れ る人 類

が 存在 して い た[KIRK　 l　981]。 その 後,彼 らは採 集 経 済 の段 階 に と どま りな が ら,

大 陸 の 変化 に とん だ環 境 に適 応 して い った 。 イギ リス の 植 民 が は じま った1788年 の 時

点 で の 人 口を ラ ドク リフ ・ブ ラ ウ ンは約251,000と 推 定 して い る。 大陸 全 体 の人 口密 度

は0.03人/km2で あ る。 しか し この 値 は 当 時 の人 類 学 会 の第 一 人 者 で あ る ラ ドク リフ・

ブ ラ ウ ンの学 識経 験 か ら くる もの ら し く,推 定 の 根 拠 お よ び詳 細 は つ ま び らかで は な

い。 これ に対 しテ ィ ンデ ール[TINDALE　 l960]は,領 域数 と部族 数 の平 均 か ら約30

万 とい う人 口を割 り出 して い る。 テ ィ ンデ ール の 部 族 地 図 に よ る と ク ィ ー ンズ ラ ン ド

州 か ら,ニ ュ ーサ ウス ウェル ズ州 の 海 岸 線 にそ って は しる東 部 大分 水 嶺 山脈 の森 林 地

帯 や北 部 海 岸 地帯 は密 度 が高 く,中 央 砂 漠 部 で は低 いな ど地 域 の 環境 によ って大 きな

差 が み られ る(図1,表2)。

　 ア ボ リジニ は単 に 自然 環 境 に適 応 す るの で はな く,火 を 放 って森 を焼 きひ ら き生 産

力 を あ げ る とい う驚 くべ き技 術 を も って お り,今 日の 砂 漠 や 北 部 海岸 地 帯 の疎 開 林 な

どの 環 境 は そ の 結果 に ほ か な らな い とい うこ とが わ か って い る[JONEs　 l969]。 　 し

か し,考 古 学 資料 に み られ る物質 文 化 の発 達 お よ び変 化 は ほ とん どな い。 た とえ ば こ

の 大 陸 に は弓矢 は つ い にあ らわ れ る こと がな か った 。 これ は 後 氷 期 に オ ー ス トラ リア
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図1　 オース トラ リア ・アボ リジニの部族領域

大陸が成立 して以来他地域 との文化的な交流がほとんどみ られないという孤立化がそ

のもっとも大きな原因の一つであろう。

　先史時代の人口量や動態についての実数はもちろん求むべ くもないが,遺 跡数から

の推算およびシミュレーションモデルによる復元方法がある[KOYAMA　 l978;小 山

・杉藤　 1984]。　 しか し前者の方法はオース トラリアの遺跡発見数が未だ少なく,後

表2ア ボ リ ジ ニ の 部 族 と 人 口

部族数 推 定 部族人口

ニ ュー サ ウス ウ ェー ル ズ

ビ ク ト リ ア

ク ィ ー ン ズ ラ ン ド

南 オ ー ス ト ラ リ ア

西 オ ー ス ト ラ リ ア

ノ ー ザ ン テ リ ト リ ー

全 オ ー ス ト ラ リ ア

61

27

200

43

126

114

571

40,000

11,500

100,000

10,000

52,000

35,000

248,500

656

426

500
`233

413

307

435

[TINDALE　 1960],[RADcLIFFE-BRowN　 1930b],[JoNEs　 1970]に よ る 。
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者 の方 法 もダ イ ナ ミ ック モデ ル の 構成 の た め の資 料 が不 足 して お り,数 式 に よ る ス タ

テ ィ ック ・モ デ ル を つ か った シ ミュ レ ー シ ョ ンだ け が可 能 で あ る。

　 技 術 レベル が 低 く,他 文化 か らの刺 激 の ほ とん ど な い採 集 社 会 で は 人 口の 動 態 は 長

い年 月 の な か で ゆ っ くり と増加 し,自 然 環 境 のcarrying　 capacityと の 均 衡 状 態 が で

き あ が っ た あ と停滞 す る単純 な ロ ジス テ ィ ッ ク曲線 を つ くる こと が予 想 され る3)。 そ

の モ デル につ いて は 考 古 学 情報 か ら次 の よ うな制 限 要 因 を付 す る ことが で き る。

　 オ ー ス トラ リア大 陸 の 地 形 は氷 河 期 以 来 変 化 が大 きか った が,沖 積 層 の 形 成 を ふ く

め現 在 のか た ち に ちか くな った の は約6,000年 前 の 海 進 期 の ピー ク以 後 の こ とで あ る。

そ して そ のcarrying　 capacity(K)は ラ ドク リフ ・ブ ラ ウ ンや テ ィ ンデ ール め 数値

か ら30-25万 人 あた りで あ る と考 え られ る。ま た オ ース トラ リア大 陸 に,現 代 ア ボ リジ

ニ の物 質 文 化 につ な が るふ た つ のAustralian　 Small　 Tool　 Traditions(中 央 部 の ポ

イ ン ト文 化 お よ び南部 の バ ッ ク ドブ レイ ド文 化)が 定 着 した の が 約5,000年 前 で あ

る[MULVANEY　 l975]。

　 そ こで35,000年 前 に20人 の 集 団 があ り,そ れ が 順 調 にの びて,約5,000年 前 に

carrying　 capacityに ち かづ い た と仮 定 して 年 率 を シ ミュ レー トす る と0.0004の 年 増

加 率 で1788年 と ほぽ 同 じ人 ロ レベ ル に達 す る計 算 に な る　 (図2)。 ちな み に これ は 日

本 の 縄 文 時 代 早 期 か ら前 期 にか けて の九 州 地方 の人 口増 加 率 とほぼ 同 じで あ る。 よ く

発達 した 旧石 器 時代 的 社会 の人 口増 加 率 とい え る よ うで あ る。

図2先 史 時 代 の 人 口 曲 線

3)N(t)　 ==Kl(1十(K/IV(to)-1)*e-「(卜'o》)

　 N(to),初 期 人 口値;Nω,　 t時 間後 の人 口量;彦,時 間;r,人 口 増 加率(減 少 率);e,自 然 対数

　 の底,K,　 carrying　 capacity
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　 2.　 崩 壊 期(1788年 一1921年)

　 1901年 の 統 計 は オ ース トラ リア 政府 に よ る第 一 回 の 人 口調 査 の 結果 で あ るが,前 述

した 資 料 的 な欠 陥 を 考 慮 して も実数 は もと の人 口の 約20%に す ぎな い。 年 増 加 率 で は

マ イ ナ ス1%と い うす さま じい崩 壊 ぶ りで あ る(図3)。

　 人 口変 化 を 地 域 別 にみ て い くと も っ と も目 につ くの は タ スマ ニ ア島 で,1963年 に純

血 の原 住 民 が全 滅 して い る。 開拓 が は じま って か ら80年 た らず の期 間 で あ った。 タ ス

マ ニ アで は最 初 の 四 半 世紀 の う ち に利 用可 能 な 土 地 が ほ とん ど農牧 地 に か え られ,逃

げ場 の な い小 さな 島 の 狩 猟 採集 民 は 急速 な滅 び の道 を歩 ん で い った の で あ る。

　 本 土 に く らべ 開 発 が お くれ た タ ス マ ニ ア(Van　 Diemen's　 Land)で は立 法 に よ り開

拓 のた め に 自由 人1人 あ た り5人 の 囚人 をつ け られ,労 働 力 は 充分 で あ った。 そ の た

め 他 州 の よ う に原住 民 を労 働力 と して くみ こむ 努 力 が され る こ とな く,開 拓 者 は原 住

民 の食 糧 獲 得 の 場 を 奪 う に と どま らず,み れ ば その 場 で 撃 ち殺 す とい う害 獣 と同 じ扱

い を した 。 タ ス マ ニ ア で の 開拓 者,囚 人,軍 隊,警 察 な ど に よ る集 団虐 殺,暴 行,環

境 破 壊 な どの 記 録 は お び た だ しい[RYAN　 1981;MILLER　 1985]。

　 これ に対 し原 住 民 に加 え られ た保 護 の記 録 と して は1831年 頃 か ら生 き残 りの原 住 民

を集 め て,ブ リンダ ース 島 な どの小 さ な 島 に保 護 区 をつ くり,そ こに 強 制 的 に移 す 作

業 が あ った 。 しか しそ こで の生 活 条 件(と くに衛生 面)は 極 端 に わ る く,病 に た おれ

る もの が相 つ いだ 。 この 間,残 余 の タ ス マ ニ ァ人 の数 の記 録 をつ な いで み る と1831年

203人,1835年 約130入,1838年 約80入,1843年50人 余,1847年40人 余 とみ え,年 々 そ

の 数 が 着 実 に 減 少 して い る様 子 が わ か る。 そ して1863年,最 後 の純 血 タ スマ ニ ア人 で

図3　 アボ リジニの州別人 口変動(1781-1921年)
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あ る老 女 タ ル ガニ ー二 が死 亡 した の で あ る。

　 一 方,本 土 で も開拓 の進 行 は タ ス マ ニ ア以 上 に早 い速 度 で 進行 して い た。 ア ボ リジ

ニ人 口 の減 少 は1920年 代 ま で つづ く。 州 別 に み る と,開 拓 の 先 進 州 で あ る ビ ク ト リア

州 は ほ ぼ全 滅 状 態 で95%減(実 損34,000人),ニ ュ ー サ ウス ウェル ズ州 で は85%減(実

損100,000人),ク ィー ンズ ラ ン ド州 は85%減(実 損850,000入,減 少 の 比 率 は も っ と

も高 い)と い う激 減 ぶ りで あ る。 つ い で南 オ ース トラ リァ州 は,73%減(実 損7,259

人),西 オ ース トラ リア州 は66%減(実 損34.329人)が あ り,比 較 的 に少 な いの は ノ

ーザ ンテ リ トリーの34%減(実 損17
,000人,そ れ で も比 率 と して は タ ス マ ニ ア と ほ ぼ

同 じで あ る)で あ った。

　 残 存 人 口数 は そ の母 数 と後 背 地(農 業,牧 畜 に適 さな か った 地)の 大 きさ と相 関 が

つ よ い よ うだ。 実損 価 の高 い ニ ュ ーサ ウス ウ ェル ズ,ク ィ ー ンズ ラ ン ド両 州 の ア ボ リ

ジ ニ人 口 があ る程度 残 った の に く らべ,タ ス マ ニ アや ビ ク トリア州 で は ア ボ リジ ニ が

ほ ぼ全 滅 す る事 実 は も と も と母 数 が少 な い ことの 上 に,島 とか 狭 い平地 とい う地 理 的

環 境 が 大 き く原 因 して い る。

　 3.　 回 復 期(1921年 一 現在)

　 ア ボ リジ ニの 人[コは1920年 代 か らふ たた び増 加 期 には い る。全 体 の 増 加 の 様 子 は

1960年 ま で 年E＄O.　01%の ゆ っ く り した 増 加 で あ った 。 しか しそ の 後 は急 速 な伸 び にな

っ て81年 に いた る(図4)。

　 州別 にみ る とそ の傾 向 が も っと も激 し くあ らわ れ て い るの が ニ ュ ー サ ウス ウェル ズ

州,ク ィ ー ンズ ラ ン ド州,西 オ ー ス トラ リア州 で あ る。 ニ ュ ーサ ウス ウェル ズ州 で は

1921年 か ら81年 まで の60年 間 に人 口量 は6.・2倍に増 え る が,40年 代 ま で や や高 い伸 び,

そ の 後,60年 代 まで 伸 び は停 滞 気 味 だ が80年 代 に む か って急 増 す る。60-80年 代 の ク ィ

ー ンズ ラ ン ド州 もほ ぼ 同様 の 曲線 を しめす が
,こ の州 の北 部 は ヨ ー ク半 島 を 中心 と し

た 都 市 化 して な い ア ボ リジニ の多 い地 域(1961年 の統 計 でfull-blood約30%)が あ り,

人 口の 母 数 が も と も と大 きい た め実 質2万 の 増 加 だ が,率 と して は ニ ュ ーサ ウス ウェ

ル ズ州 ほ どで は な い。 西 オ ース トラ リア州 は20年 代 か ら伸 び た 人 口 が40年 代 か ら60年

代 に か け て 減少 す る。 その 原 因 は1949年 の 推 定 数 が 大 きす ぎ た た め だ と言 わ れ て い る

[JoNEs　 1970]。66-81年 の伸 び は年 率3.4%(実 質1.2万 人)と 前 二 者 ほ どで はな い。

南 オ ース トラ リア,ビ ク ト リア州 は20年 代 の母 数 が小 さ い た め か増 加 率 の 伸 び が 低調

で あ る。 しか し ビク ト リア で は約16倍(実 質8,500人 増)と い う大 きな増 加 で,倍 率 で

は ニ ュ ーサ ウス ウ ェル ズ州 を上 回 って い る。
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図4　 アボ リジニの州別人 口変動(1921-1981年)

皿.ア ボ リジニ社会の崩壊 と復興

A.　 崩 壊 の 要 因

　 アボリジニ社会の崩壊は格段に社会エネルギーの高い西洋文明との接触の結果であ

ったことは明白であるが,問 題はアボリジニ側にも存在 していた。その第一の原因は

彼 らの社会の規模の小ささと組織の脆弱さである。イギリスの植民地政策は前代のス

ペイン,ポ ル トガルなどの征服政策のように単なる暴力的支配をめざしたものではな

かった。たとえば北アメ リカの植民政府は原住民側と使用地について借款契約をかわ

すことからはじめている。アメリカ東海岸のイロコワ族の場合は,部 族連合の上にた

つ酋長会議がその機関となった。イロコワ族は堅固な焼畑農業経済の基盤をもってい

たため人口量が多 く,階 級制まである発達 した社会であった。

　 これに対 し狩猟採集経済のアボ リジニ社会の基本的生活単位 は数家族,数 十人のホ

ル ドで,そ れが集まって100～2,000人 の規模の部族をつ くるのだが,部 族はむしろ言

語集団というべきもので,政 治的なまとまりをもつ ものではなか った。 したがって
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植民地政府に対応 したのはホル ドの規模を出ない小さな集団であり,そ の リーダーも

egalitarianの 原則で選びだされた個人であり,世 襲制にみ られるような時間的な連

続性をもつ リーダーはなかった。 しかも,彼 らの土地所有権はホル ドの成員のうち幾

人かの共同所有物であって リーダー個人のものではない。そのため土地に関す る同意

や契約が取りかわされたとしてもその受け手 が不明確なまま,開 拓民の利潤追及だけ

に導かれるかたちで開拓が進行 していったのである。

　 第二に狩猟採集民は食資源に対 してもつ独特のパターンがある。彼 らは資源が豊富

に産する土地に集まり,そ の供給が充分であるかぎりそこに滞在するが,ふ つ うの状

態では季節的な変動があり,期 間的にも短い。ところが開拓者のキャンプやミッショ

ンのセッルメントには小麦粉,砂 糖,茶,牛 肉,衣 料のほか彼 らのもっとも好むタバ

コとアルコールまでがほぼ常時存在する。白人の所在地は彼 らにとってもっとも豊か

な狩場であり採集地にほかならなかったのである。その結果彼 らは本来の活動をやめ

fringe　dwellerと して充足することになり,そ のため放置された狩場や採集地の生態

系は乱され,生 産力がおちるという悪循環ができあがる。 しかも食糧が経済そのもの

であるため,彼 らの社会では食糧が他のどんなものにもかえ難いもので,も ともと個

人所有の明確でない土地(近 代的な土地所有権 という意味で)と 一食を簡単に交換 し

てしまうことさえあったのである。

　第三にアボリジニの財に対する特異な観念がある。彼 らは獲物をホル ドのなかで分

配することが原則で,資 本(Capital)蓄 積の概念がない。 また交換は互酬性(reci-

procity)に もとつ く間接的(indirect),あ るいは遅延的(delayed)な もので白人の貨

幣経済の直接的(direct),即 時的(immediate)交 換には実質的にも心理的にも適応

できなかったのである。

　最後にもっとも致命的であったのは,狩 猟採集社会人口が食資源の量に対 してなる

べく低 くおさえられているという人口的要因である。それにもかかわらず人口量は気

候変動や災害の場合食資源が激減 してしばしばcarrying　 capacityが 下がり人口量が

それをこえる傾向がある。人口量がcarrying　 capacityを こえた場合,極 端に栄養

状態がわるくなり,病 気に対 して抵抗力がよわ くなる。そのため開拓民がもちこんだ

彼 らに未経験の(免 疫のない)結 核,は しか,天 然痘,梅 毒などの流行性の感染症が

猫獄をきわめ,人 口が大 きな損傷を うけることになったのである。

B.　 人 口増加 への プ レコンデ ィシ ョン　 人 口増加

1921年 の 統 計 で ア ボ リジニ 人 口 は最 低 値 を しめ す。 つ ま り1910年 代 の後 半 か ら20年
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代 前 半 の 期 間 は オ ー ス トラ リア大 陸 で ア ボ リジ ニ と い う人種 が絶 滅 す る か再 生 す るか

の わ かれ め(critical　 phase)だ った と いえ る。 事 実 この 頃,一 般 的 オ ー ス トラ リア 人

はア ボ リジニ は ダ ー ウ ィ ンの進 化 論 の"自 然淘 汰"の 法 則 によ り消滅 す る ので それ も し

か た が な い と考 え て い た よ うだ。 しか し1921年 以 降 人 口は急 速 に 回復 にむ か った。 と

い う こ とは,ア ボ リジニ人 口 の崩 壊 を お しと ど め る よ うな外 的,内 的 条 件 が この 頃 で

きあ が った と考 え て よ い だ ろ う。

　 1.　 外 的 要 因

　 プ レ コ ンデ ィ シ ョンの うち外 的 な もの と して ア ボ リジ ニ保護 の た め の 政策 が と と の

って きた こ とを 考 え る こ とが で きる 。 イ ギ リス の植 民 地 統 治 政策 は原 住 民 も英 国王 の

臣 民 と して の 権 利 を も ち保 護 を うけ る資 格 を あ た えて いた 。 原住 民 を 入植 者 の労 働力

と して くみ 入 れ,文 明 と宗 教(キ リス ト教)を 習得 させ る と い う名 目が あ った の で あ

る。 した が って,植 民 地 の 総 督(governor)は 実 際 的 に も潜 在 的 に も原 住 民 の英 国 民

と しての 権 利 に対 す る信 託 統 治 の 最 高 責任 者(trustee)と 定 め られ て いた。

　 た だ しそ れ は"た て ま え"で,ま ず優 先 さ れ る の は入 植 者 の人権,財 産,信 条 で あ

り,そ れ が危 険 に さ らされ た 場 合 は これ を守 る義 務 が あ る。 ただ しこの 「危 険 」 の定

義 は あ ま りに簡 略 にか か れ て いた た め,そ の 運 用 に つ い て は ど の よ うな 解 釈 も可 能 で

あ った。 入 植 者 の原 住 民 に対 す る掠 奪,殺 人 な どの暴 力 が許 容 され た要 因 は こ こ にあ

る。

　 しか し法 的 に定 め られ た ア ボ リジニ保 護 の措 置 は 後手 に まわ りな が らも次 第 に整備

され て い った。 た とえ ば1836年 か らは 各 州 の 警 察 長 官 が ア ボ リジニ保 護 官(protector

ofAborigines)と して 任 命 され て い る。 ま た,翌37年 には 原住 民 委員 会(Select　 Com-

mittee　 on　Aborigines)カsつ くられ て い る 。 この委 員 会 は この 頃 よ うや く明 らか にな

って きた ア ボ リ ジニ社 会 の 惨 状 に 目を む け,ア ボ リジニ につ い て警 察 に よ る統 治 を や

めて,ミ ッ シ ョナ リー を保 護 者 と し,彼 らの領 地(狩 猟 場)を 保 全 し,(学 校 を つ く

って)子 供 を教 育 して,ア ボ リジ ニの 文 明 化 を す す め る べ きで あ る と い う意 見 を答 申

して い る。

　 しか し,そ の結 果 が で るの は1857年 以 後,各 州 で 保 護 官(protector)が 廃 され,

Commission　 of　Crown　 Lawが つ く られ た 時 か らで あ る。 これ によ って ア ボ リジ ニ

保 護 は 警察 の暴 力支 配 か らはな され,人 道 主 義 的 な ミ ッシ ョンの手 に うつ る き っ か け

が つ く られ た の で あ る。

　 ミ ッ シ ョ ンが ア ボ リ ジニ統 治 の 責 任 者 とな る と い う政策 の背 景 に は な が い キ リス ト

教 団 体 の 活 動 の結 果 が あ った。 原 住 民 の キ リス ト教 化 は 植 民 地づ くりの 大 きな理 由 の

50



小山　 オース トラ リア ・アボ リジニ社 会再編成の人ロ論 的考察

一 つ で あ った た め
,キ リス ト教 会 は 植 民地 の 開始 と と もに オ ー ス トラ リア に入 って い

る。 した が って 原 住 民 の 教 化 の 努 力 もそ の 時 点 か らは じま って お り,1827年 に は ア ボ

リジニ へ の 伝 道 を 目的 とす るChurch　 Mission　 Societyが つ く られ て い る。 初 期 の ミ

ッ シ ョ ンの活 動 を ニ ュ ーサ ウス ウ ェル ズ州 で み る と,1824年 パ ラマ ッタで ア ボ リジ ニ

用 の学 校 がで き,1833年 リバ プ ール で35校,生 徒1,200人 が いた な どの記 録 が あ る。

　 1839年 に は最 初 の ア ボ リジ ニの た め の バ ンテ ィ ンデ ール ・ミ ッシ ョ ン(Buntindale

Mission)が 設 立 され,1840年 代 か らは へ き地 に ミ ッ シ ョ ンを た て る こ と が さ かん に

な った。 各 地 の ミ ッシ ョ ンか らの 報 告 が 集 ま りは じめ る とア ボ リジニ社 会 が いか に悲

惨 な 状 態 にあ るか が 明 らか にな って きた。 ミ ッ シ ョ ンは そ の周 辺 に保 護 地 区 を つ くっ

て 白人 を 排 除 し,農 業 や牧 畜 を導 入 して ア ボ リジ ニ の 自立 をめ ざす と い う活 動 を展 開

して ゆ くの で あ る。

　 この よ うな ミッ シ ョン活動 は キ リス ト教 徒 を 中心 と す る都 市 部 の 中 流層 イ ンテ リに

ア ボ リジニ 保 護 を求 め る人 道 主 義 運動 を ひ きお こ した。 一 方,オ ース トラ リア の人 類

学 も この 頃 よ うや く学 問 的体 系 と組織 が と との って きた。 人 類 学 者 は ア ボ リジニ 社 会

に入 って生 活 を共 に す る こ とが多 い。 そ の経 験 か ら物 質 文 化 に とぼ しく,そ れ が未 開

劣 等 とい うイ メ ー ジに重 な る彼 らの社 会 が親 族 組 織 や神 話,絵 画,彫 刻 な どは 特異 で

は あ るが高 度 な発 達 を みせ て い る こ とを知 っ た。 ま た ア ボ リジ ニの生 活 は 自然 と調 和

の とれ た合 理 的 な もの で あ る こ と を発 見 した。 そ の結 果 ア ボ リジニ の もつ ゆ た か な人

類 の文 化遺 産 を絶 滅 させ て は な らな い の だ と い う世 論 に う った え た の で あ る。

　 キ リス ト教 徒 と人 類 学 者 がつ くり あ げた世 論 の最 大 の業 績 は 当 時 まだ 白人 との 接 触

が す す んで い なか った ノ ーザ ン テ リ ト リーを 連 邦 政 府 の 直 轄 地 と し(1863年),そ れ に

よ って他 州 で の歴 史 の轍 をふ む こ と を防 いだ こ と,ア ーネ ム ラ ン ド,中 央 砂 漠,キ ン

バ レー 地方 の大 保 護 区(Reserve)を 設 立 させ た(1920年)こ とが あげ られ るだ ろ う。

そ れ は メル ボル ン で 開 かれ た 進 歩 的 政 治家,教 会 指導 者 お よび リンネ学 会 員 な どで

構 成 さ れ る オ ース トラ リア ・ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド科 学 振興 会 議(Australian　 and　 New

Zealand　 Association　 for　the　Advancement　 of　Science)の 勧 告 に も とつ くもの で

あ った 。 白人 との 接触 が ま だ 浸透 す る前 の ノ ーザ ンテ リ トリー と西 オ ース トラ リア州

に広 大 な 未 撹 乱 の地 とそ こ にあ る伝 統 的 ア ボ リジニ社 会 を法 律 に よ って 残 した こ とは

そ の 後 の ア ボ リジニ の人 口 と文化 の復 興 へ の大 きな礎 とな った ので あ る。

　2.　 内的要因

　つぎに内的な条件を考えてみよう。あるグループの人口が順調に増加 している時,

そのグループの人 口構成は堅固で質が高いことが予想される。具体的に出産適齢期の

51



国立民族学博物館研究報告　　13巻1号

女 子,お よ び そ の予 備 層 の充 実 で あ る。 グル ープ の年 令 コー ホ ー ト図 をつ くる時,若

年 層 ほ ど大 きい いわ ゆ る ピ ラ ミッ ド型 が理 想 的 で あ る。

　 1921年 を 境 に上 昇 に む か った入 口の動 態 は"普 通 程 度 の(moderate)増 加"を しめ

す と評 価 で き る。 しか し それ を"純 血 ア ボ リジニ(full-blood)"と"混 血 ア ボ リジ

ニ(half-caste)"と い うカ テ ゴ リー に 区分 して み る と,1961年 の 時 点 で,前 者 は20～25

%程 度 の 減少 で あ るの に対 し後 者 は238%と い う大 きな 増加 で あ った[JoNEs　 I970]。

この事 実 は いわ ゆ る混 血 ア ボ リジニ が 「増 加 にむ か う条 件 を そ な え た ポ ピ ュ レー シ ョ

ング ル ー プ」 と して1920年 前 後 に成 立 した こ とを しあ して いる。 混 血 ア ボ リジニ は,

保 護 区 のful1-bloodア ボ リジニ の よ うに,政 府 の保 護 を加 え られ る こ とな く,白 人

との 接触 の結 果 自然 に成 立 し,そ の ま まみ す て られ た か た ちで 社 会 経 済 的 に 白人 社 会

の 最下 層 部 に くみ 入 れ られて い った。

　 混血 集 団 は単 一 民 族 と しての 集 団 的 拘束 力 が な く,他 の民 族 集 団 との間 の婚 姻 と再

生 産 の わ くが と り払 わ れ て お り,実 態 の把 握 が 困難 で あ る。 と くに ア ボ リ ジニの 場 合

は 人 種差 別 とい う社会 的 制 限 が つ よ く働 いて いた 。 そ の た め セ ンサ ス の実 数 が しば し

ば大 き くず れ る の で あ る。 都 市 部 の ア ボ リジニ が混 血 集 団 で あ り,非 都 市部 の ア ボ リ

ジニ社 会 が そ うで は な い と い う 「経 験 的 に 明 らか な事 実 」 を証 明す る たtoに 以 下 の 検

定 を お こな う こ とにす る。

　 1961年 セ ンサ ス で は居 住 区 につ いて 都 市(urban),非 都 市(rural)の 項 目が あ る。

そ こで(full-blood　 Aborigines),(part-Aborigines)を 都 市,非 都 市 に細 分 し,各 州

で の純 血 対 混血(混 血 率)お よ び非 都 市 対 都 市 の比 率(都 市 化 率)を 取 る(表3)。 つ

ぎ に両 者 の相 関 を求 め る と相 関 系 数 はr=0.9と 高 く,混 血 ア ボ リジ ニの 集 団 が 都 市

部 で成 立 して い る こ とを しめす 。

　 混 血 ア ボ リジニ の年 令 構 成 につ いて1961年 の セ ンサ ス に も とつ いて ジ ョー ンズ は全

オ ース トラ リア(All　 Australian),ア ボ リジニ(Aboriginal),混 血 ア ボ リジニ(half一

表3　 アボ リジニの分類 と住居区域 の比率

州 Full/Part Rural/Urban

ノ ー ザ ン テ リ ト リ ー

西 オ ー ス ト ラ リ ア

ク ィ ー ン ズ ラ ン ド

南 オ ー ス ト ラ リ ア

ビ ク ト リ ア

ニ ュ ーサ ウス ウ ェー ルズ

6.66

1.00

0.79

0.78

0.16

0.11

8.51

5.34

2.78

3.11

1.11

1.55

[RowLEY　 1970:376,　 Table　 2,3】 に よ る 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 表4　 アボ リジニおよびオース トラリア人の年令構成

年 齢 集 団(歳)

0-一一14

15--29

30-44

45-一一59

60十

　　計

年齢中央値

Half-Caste Aboriginal All Australian

51.1

24.0

14.0

　 7。2

　 3.7

100.　0

19.6

38.2

24.2

18.5

11.4

　 7.7

100.0

22.6

30.2

20.6

20.8

16.1

12.3

100.0

29.4

[JONES　 1970]に よ る。

caste)人 口 の年 令構 成 の対 比 表 をつ く って い る(表4)。 これ に よ る とオ ー ス トラ リ

ァ全 体 の人 口構 成 は若 年 層 の比 率 が低 く,高 年 令層 が 高 い細 長 い三角 型 をつ くるの に

対 し,混 血 ア ボ リジニで は若 年 層 の 比 率 が高 く,年 令 が あ が るに した が って率 が小

さ くな るす そ の ひ ろ い ピ ラ ミッ ド型 を とる。ア ボ リジニ全 体(half-casteとaborigina1

の 合計)の 年 令 構 成 の 比 率 は 中間 的だ が 型 は ピラ ミ ッ ドに ちか い。 オ ー ス トラ リア は

全 体 と して は成 長率 の低 い先 進 国型 で あ るの に対 し,混 血 ア ボ リジニ は典 型 的 な途 上

国型,あ るい は先 進 国 の な か のマ イ ノ リテ ィ集 団 に 特 徴 的 な か た ちに な って いる。 さ

らに ロ ウ リーは1965年 これ に対 す る追 跡 調 査 を ニ ュ ーサ ウス ウ ェル ズ州 の小 さ な 町 の

183世 帯 と南 オ ース トラ リァ州 の エ ア 半 島62世 帯 につ いて お こ な って い る。前 者 は15才

以 下55.8%,後 者56.3%で 混 血 ア ボ リジニ 集 団 は 人 口学 的 に み る と な お成 長 中 だ と考

え て い る[RowLEy　 l970:386-388]。

IV-.伝 統 的 ア ボ リジニ社 会 の 変 容

　　　　　 ノーザ ンテ リ トリーの歴史

A.　 開 拓 の 時 代

　 ノ ーザ ンテ リ ト リー は ア ボ リジ ニの 人 口 の 動 態 が 他 の州 と異 な る。 変 化 のか た ち は

同 じで あ るが,タ イ ミング に約30年 の ズ レが あ る。 この地 域 はful1-bloodあ る いは

rura1型 の ア ボ リジニ 人 口 が卓 越 して いる とい う特 徴 を もつ,つ ま りそ れ は 伝統 的 な

ア ボ リジニ社 会 の残 る場 所 な の で あ る。 この章 で は ま ず ノ ーザ ンテ リ トリーで の歴 史

的 変 化 を と りあ げ る。

　 オ ー ス トラ リアの 開 拓 は 農 業 ・牧 畜 を 中心 に基 本 的 に は 南 か ら北 へ の 伸 長 と い うか
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た ちで お こ なわ れ た。 ノ ーザ ンテ リ トリー は大 陸 最 北 部 に あ る遠 隔 の 地 で,開 拓 線 の

到 達 が お くれ た。 熱 帯下 に あ る北 海 岸 部 や乾 燥 度 の つ よ い中央 砂漠 は農 業 牧 畜 に と っ

て 環 境 条 件 が わ る く入植 者 に は興 味 の うす い地 で あ った た め で あ る。

　 ノ ーザ ンテ リ ト リーの 開 拓 は,英 国 人 に よ って海 岸 線 を 中心 には じめ られ た4)。 イ

ン ドネ シア,シ ンガ ポ ール方 面 との貿 易 拠 点 港 をつ くるた め に軍 隊 を送 り こみ 同 時 に,

農 地 をひ らい て 自立 しよ う と した の で あ る。 そ の は じま り は1820年 代 で,メ ル ビル 島

の ダ ンダ ス砦(Fort　 Dundus　 1824-29年),コ バ ーグ半 島 の ウ ェ リン トン砦(Fort

Wellington　 1827-29年),エ ッ シ ン トン港(Port　 Essington　 1837-49年)な ど がつ

く られ た が な がつ づ きす る こ とな く放 棄 され て い る。

　 いず れ も ア ボ リジニ の襲 撃,サ イ クロ ン,船 の 難 波 に よ る補 給 の とだ え,や せ た土

地 と きび しい気 候,マ ラ リア の蔓 延 な どの悪 条 件 が 重 な った か らで あ る。 した が って

こ の間 イ ギ リス 人 が残 した も っ と も大 きな 功 績 は チ モ ール 諸 島 か ら水牛 を もち こん だ

こ と ぐ らいだ と いわ れ て いる。 水牛 は野 生 化 して 現 在 ア ーネ ム ラ ン ドの風 物 詩 とな る

と と もに ア ボ リジニ の貴 重 な食 資 源 ともな って い る。

　 ノ ーザ ン テ リ ト リーの 本格 的 な開 発 は オ ー ス トラ リァ人 によ って 陸路 か らお こな わ

れ た。1840年 代 の 中 ごろ か ら内陸 地方 の探 険 が活 発 に な り,Leickhardt(1844-45年;

ロ ーバ ー河 か ら西 進 して エ ッ シ ン トン港 へ)を は じめ と して,Greogry(1855-56年;

グ レー トサ ンデ ィ砂 漠 か ら ロ ーバ ー河 ま で),Stuart(1860-62年;中 央 砂 漠 か らロ ー

バ ー河),Mackinly(1861,65-66年;西 ア ー ネ ム ラ ン ド)他 ,多 くの 探 険 が 記 録 さ

れ て い る。

　 1870年 に な る と ダ ー ウ ィ ン(現 在 のPalmerstone地 区)の 町 が つ く られ ア リス ・

ス プ リン グ ス に は交 通 用 中継 所 がつ く られた 。 つ いで ダ ー ウ ィ ン とア デ レ ー ドが大 陸

を縦 断 す る電 信 で 結 ばれ る(1872年 に完 成)。 そ の電 線 の 架 設 工 事 に併 行 してGiles

(1872年),Goss(1873年)な ど に よ る 中央 砂 漠 部 の 探険 が お こな わ れ た。 後 日探険

の 記 録 が 公 刊 され,オ ー ス トラ リア 内陸 部 の 自然 や ア ボ リジニ の生 活 が ひ ろ く一 般 に

知 られ る よ うに な る。

　 ダ ー ウ ィ ン(町)の 設 置 と電 信 線 の完 成 に よ って ノ ーザ ン テ リ ト リーの ア ボ リジニ

4)ア ーネム ランド沿岸部 のアボ リジニの異 国人 との接触 は白人がは じめてではない。少な くと

も17世紀 にはマカサ ンとよばれ るセ レベス島のマ レー系チ ャイニーズがナマ コをと りにはい っ

てお り,処 理場,コ メ,タ マ リンドなどの植物,ル ピア(金),ブ ンゴワ(親 分)な どの単語,

土器,陶 器 などの遺物,フ ンドシ,カ ヌー,タ バ コなどの利用,そ れ に混血などの事実が知 ら

れてい る。

　 しか し,マ カサ ンとの接触 は季節的,局 地的な もので白人の場合 のような大 きな社会的影響

はなか ったよ うで ある[MAcKNIGHT　 1976]。
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社会は開拓の波にさらされることになった。 しかし,こ のころすでにタスマニア,ビ

クトリア州の原住民社会はほぼ全滅 していたのである。ノーザンテリトリーの地は農

業には不向きで牧畜に利用されることが多かった。 とくに,水 資源の限 られた砂漠地

帯では家畜の水の利用は原住民の生活を圧迫 した。北海岸部ではサ トウキビ栽培な ど

農業も試み られたが成功 しなかった。他には金を中心 とする探鉱者,水 牛の猟師,ナ

マコとりの漁夫などが入ったがその人数は少な く,利 用場所 も散在 していたのでアボ

リジニ社会にあまり大 きなインパク トをあたえることはなかった。それで も局地的な

殺戮や病気,労 働力の収奪,混 血などによってアボリジニ社会は確実に撹乱 されてい

った。ノーザンテ リトリーの実質的な開発が1850年 代とすると,1921年 統計までの間

は70年 にすぎない。 しか しその間人口はもとの33%ま で減 り,社 会崩壊が早かったこ

とがわかる。開拓にかかわる技術的進歩,と くに鉄道,電 信などの交通通信手段の発

達による機動力の向上が原因だろうと考えられる。その結果アボリジニは交通拠点や

白人居住地にひきよせ られ,そ の周辺 に寄生 して,末 端労働者,物 乞い,売 春婦,と

なっていった[HILLIARD　 l968]。 しかし一方で通信の発達はアボリジニ社会の士気

の低下,劣 悪な生活の実状を南部の中流階級　　インテ リ層に克明に伝え られること

になり,人 道主義的アボリジニ保護運動がおこり,保 護区が設定された事はすでにの

べたとおりである。

B.　 ミ ッ シ ョ ン と リザ ー ブ

　 ノ ーザ ンテ リ ト リーの保 護 区 は1920年 に中 央 砂 漠 部(連 邦 政 府,西 オ ー ス トラ リア,

南 オ ー ス トラ リア州 の協 力 に よ る)と ア ー ネ ム ラ ン ド ・オ ー エ ンペ リ近 辺6,144　 km2

が おか れ,1923年 には デ イ リー河10,240km2,さ らに1931年 には ア ーネ ム ラ ン ド全

域79,360km2が つ く られ て い る。 その 後,南 オ ース5ラ リア,西 オ ー ス トラ リア州

で も小 さな保 護 区 が相 つ いで 設 立 され た 。

　 保 護 区で の ア ボ リジニ保 護,統 治活 動 は 実質 的 に キ リス ト教 会 の 手 にま か され た た

め,区 内 に は さま ざ ま な教 派 が ミッ シ ョ ンをつ く って い る。 ア ー ネム ラ ン ドで は ロ ー

バ ー河(1907年 ア ング リカ ン教 会)が も っ とも早 く,バ サ ー ス ト島(1911年 カ ト リ ック

教 会),ゴ ル バ ー ン島(1916年 メ ソデ ィス ト),グ ル ー ト島(1921年Church　 Missionary

Society),エ ル コ島(1922年 メ ソデ ィス ト),ミ リンギ ン ビ島(1923年 メ ソ デ ィス ト),

オ ー エ ンペ リ(1925年CMS),イ ル カ ラ(1935年 メ ソデ ィス ト)が つ づ い て い る。

砂 漠 で はハ ーマ ンス ブル グ(1877年 ル ーテ ル 派),ア ー ナ ベ ラ(1937年 プ レ シ ビテ リア

ン),フ レ ゴ ン(1961,プ レ シ ビテ リア ン)な ど が あ る。 これ らは ミッ シ ョ ン ・タ ウ ン
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に成 長 し,今 日で も行 政,経 済,文 化 の 中心 地 とな って い る(図5参 照)。

　 保 護 区の設 立 の 目的 は ア ボ リジニ社 会(full-bloodとruralと い う分 類 に入 る人 口

か ら構 成 され た)を か こ い こむ こ とに よ って 守 る こ と にあ っ た。 そ の 目的 は 一応 成 功

した と いえ る。 保 護 区 の外 に お か れ た ア ボ リジニ 社 会 が急 速 に崩 壊 して い くな か で,

保 護 区で の 人 口は 時 間 的,空 間 的 に充 分 な 余 裕 を も ち,伝 統 的 ア ボ リジニ 社 会 回 復 へ

の 土 台 とな っ た。 しか し,か こ いの なか で の ミ ッ シ ョ ンの 同 化(aSSimilatiOn)へ の努

力 は あ ま り順 調 に は す すん で い な い。 ミ ッ シ ョ ンの 一 方 的 な お しつ け に対 す る住 民 側

の反 発 が予 想 外 に大 きか った ので あ る。 と ころ が,太 平 洋 戦 争 とい う社 会環 境 の大 き

な 変化 が そ れ に拍 車 を か け た。 開戦 後 ま もな く(1942年2月),ダ ー ウ ィ ン,キ ャサ

リンな ど に 日本 軍 に よ る空 襲 が あ り,オ ース トラ リア政 府 は 日本 軍 が 本 土 に上 陸 す る

の は確 実 と考 え,南 部 か ら数 万 の 軍 人 を お くりダ ー ウ ィ ンを 中心 に ノ ーザ ンテ リ ト リ

ーを 防塞 と して 強化 しよ う と した
。

　 そ の た め 深刻 な労 働力 不 足 が生 じ,ア ボ リジニ も 白人 と ほぼ 同 等 の条 件 で雇 用 され

る こ と にな った。 保 護 区 か ら も多 くの男 た ちが 徒 歩 で ダ ー ウ ィ ン に集 ま った とい う。

(これ に よ って その 後 彼 らは 保 護 区 とダ ー ウ ィ ン との間 を,経 済 状 況 に よ って,自 由

に往 き来 す る今 日の行 動 の土 台 が で きた と い う。)

　 この 経験 によ って ミッ シ ョ ンで の寄 生 的 な生 活 で は な く条 件 さえ と との え ば 白 人 と

同等 の生 活 が可 能 で あ る とい う自 立的 精 神 が ア ボ リジニ 社 会 に ひ ろ ま った。 これ が後

日の 同化 政策 か ら 自立 政策 へ の転 換 の大 きな原 因 にな っ た[小 山　 1987b]。

　 オ ース トラ リア経 済 は第 二 次世 界 大 戦 と と も に活 況 を呈 し,戦 争 後 もそ れ が継 続 し

た。 ヨ ー ロ ッパ の穀 倉 か ら世 界 の農 業 の 中心 地 の一 つ と して の 地位 を確 立 して い った

の で あ る。 ノ ーザ ンテ リ トリー も太 平 洋 地 域 の オ ース トラ リァ の 前線 と して 強化 さ れ

た あ と経 済 成 長 の波 に の って,最 後 の フ ロ ン テ ィア と して活 気 が あ った。 農 業 の ほ か

鉱 山 開 発 の大 プ ロ ジ ェ ク トが相 つ いで 計 画 され て い る。

　 保 護 区 に お け る ア ボ リ ジニ社 会 の統 治 は戦 後,ミ ッシ ョンか ら連 邦 政 府 へ と うつ さ

れ て い った。 た とえ ば,1949年 に は マ ニ ング リダ に交 易 所(trading　 Post)が 設 立 さ

れ て い る。 交 易 所 を 中心 と して,未 開 拓 だ った ア ーネ ム ラ ン ド中央 部 の殖 産 とそ の地

域 で の ア ボ リジニ 社会 の福 祉 向上 を は か った もの で あ る。 マ ニ ング リダ は そ の後,紆

余 曲折 の歴 史 を 経 て1957年,連 邦 政 府 直 轄 の セ ッル メ ン トとな った 。 これ を モ デル と

して他 の セ ッル メ ン トを ミッ シ ョ ン経 営 か ら地 方 自治 体 とす る試 み が は じま った が,

そ の完 了 には1970年 代 い っぱ い を必 要 と した。

　 ノ ーザ ンテ リ トリーの ア ボ リジニの 人 口は1950年 代 か らよ うや く上 昇 に転 じる。 保
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護区を中心とした伝統的なアボ リジニ社会が,こ の時期 このような状況のなかで,回

復の条件をととのえたのである。 これを増加期へのプレコンディションの整備 とみれ

ば,南 部の都市アボ リジニ社会 とくらべ約30年 のおくれである。しかしこの社会は伝

統に根ざした社会だったことに意義がある。

C.　 伝統社会の再生への基盤

　 1960年 代 か らは ア ボ リジ ニ に対 す る連 邦 政 府 の 積 極 的 な テ コ入 れ が は じま り,長 年

放 置 され て い た差 別 的 な法 律 や 社会 的 条 件 が改 善 され は じめ る。 そ の 第 一 が,1951年,

連 邦 政 府 と州 政 府 に よ るア ボ リジ ニ 同化(assimilation)の 推 進 策 の 承 認[マ ドッ ク

1986:19]で あ る。 これ に は1950年 代 ア メ リカ,カ ナダ を 中心 に お こった少 数 民族 の

自立 運 動 と これ を 支 持 す る国 際世 論[PETERsoN　 l981]の 影 響 が つ よか った 。1972

年 成 立 した 労 働 党 政権 は さ ら に 福 祉 の 強 化 策 を お しす す め て い った と高 く評 価 され

て い る[ALTMAN　 l987:4-5]。 こ の 頃 改 正 さ れ た法 律 の うち重 要 な もの と して,

1964年 の 社 会 福祉 令 は他 の人 種 との 性 関係 な らび に人 種 にか かわ る制 限 を と りの ぞ い

た 。1966年 の調停 仲 裁 委 員 会 に よ るノ ーザ ンテ リ ト リー の牧 畜 業 に たず さわ る ア ボ リ

ジニの 完 全 賃 金 支 払 いへ の裁 定 は他 の 国 民 と同 じ平等 賃 金 を保 証 す る道 を ひ らい た。

ま た1968年 の 国民 投 票(referendum)は,す べ て の 州 で ア ボ リジ ニが 国 民 と して 登 録

す る こ とを き め,ア ボ リジニ に も老 人,寡 婦,身 体 障 害 者 等 の 社会 保 障 を う け る権 利

を あた えた 。1973年 に は ア ボ リ ジニ省(Department　 of　Aboriginal　 Oflices)が 設 立

され,こ れ らの 法 の 実施 を監 視 し,円 滑 化 した。

　 経 済 面 で は1966年 にグ ル ー ト島 で マ ンガ ン鉱 山会 社,1967年 に イル カ ラで ボ ー キサ

イ ト鉱 山 と精 錬 所,1978年 に は ジ ャバ ル ー で の ウ ラ ン鉱 山 の設 立 が あ る。 そ れ に と も

な い ア リヤ ング ラ,ノ ロ ンボイ,ジ ャバ ル ー な どの鉱 山会 社 の資 金 に よ っ て,ア ボ リ

ジニ領(旧 保 護 区)内 に近 代 的 な ニ ュ ータ ウ ンが つ くられ た。 そ して 鉱 山 に は多 額 の

使 用量(royalty)が 支 払 わ れ,そ れ を基 と して信 託 基 金(trust　 fund)が つ く られ るな

どア ー ネ ム ラ ン ドの ア ボ リジニ 社 会 は,完 全 に 現金 経 済 に ま き こまれ る こ と にな った

[ALTMAN　 1983]。 鉱 山使 用 料 の 問 題 は そ れ ま で認 め られ て い な か った ア ボ リジ ニの

個 人 ま た は団 体 の 土 地 所 有 権(land　 rights)問 題 に拡 大 した。1976年,ノ ーザ ンテ リ

トリー で は ア ボ リジニ 土 地 権 法(Aboriginal　 Land　 Rights　 Act[Northern　 Ter-

ritory])が 成 立 した。 そ の影 響 は他 の 州 に もお よん で い った。 そ の結 果1966年 ま で,

所 有 す る土 地 のな か った ア ボ リジニ は,15年 後 の1981年 に は469,995km2の 土 地 に

対 して権 利 を も って い る。 さ らに西 オ ース トラ リア の219,769km2,ク ィ ー ンズ ラ
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ン ド20,642km2の リース お よび リザ ー ブの 土地 が ち か い将 来,

にな るだ ろ う と予 想 され て い る[PETERsoN　 l981]。

アボ リジニの所有

V.ア ウ トス テー シ ョン運 動 と社 会 再編 成

A.　 アウ トステー シ ョン運 動の勃 興 と制度 化

　 1960年 代 に つ づ い て お こ った 旧 法 の 廃 止 や 改 正 と新 立法 によ って伝 統 的 ア ボ リジ ニ

社会 の人 び と は よ うや くオ ース トラ リア 国 民 と して の権 利 をえ た。 な か で も社 会 保 障

(social　security)の 適 用 に よ って 最低 限度 の生 活 を お くる た めの 現 金 支 給 を う け る よ

うに な った,つ ま り現 代 貨 幣 経 済 の 体 制 に 編 入 され た こ との意 味 が 大 き い。 経 済 的

な基 盤 が成 立 して は じめ て伝 統 的 な ライ フ ・ス タ イル にか え ろ うとす るア ウ トス テ ー

シ ョ ン運 動 が お こ った の で あ る。 萌 芽 期 の ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動 は(1)中 央砂 漠 ア マ

タ の ピチ ャ ンチ ャ ジ ャ ラ族,(2)同,パ プ ニ ア の ピ ンタ ビ族,(3)西 オ ース トラ リア の ワ

ンア ー ム ・ポ イ ン トの バ ー デ ィ族,(4)ア ー ネ ム ラ ン ド ・マ ニ ング リダ の レ ンバ ラ ンガ

族,ブ ラ ラ族 な ど があ げ られ るが,そ れ らは い ず れ も1970-72年 に動 きを みせ は じめ

て い る。 政 府 や ミ ッシ ョンの セ ッル メ ン トで は食 糧 を は じめ とす る生 活 必 需 品 の供 給,

上下 水 道,医 療,教 育,住 居,レ ク リエ ー シ ョ ン施 設 な どが この 頃 一 応 の レベ ル に達

して い た。 そ れ に もか か わ らず,何 もな い未 開 の 地 へ 散在 して か え る とい うア ボ リジ

ニ の 動 きは 白人 に と って は ま った くふ しぎな こ とで あ った ら し い。 何 故 そ うな の か に

つ いて が人 類 学 調 査 の興 味 の 中心 とな った。

　 上記 の4カ 所 につ いて ク ーム ス は 現 地 調 査 を お こな った[CooMBs　 l978]。 そ の

結 果,第 一 は 領地,土 地 に帰 着 す る理 由で あ った。 そ れ らは 「自分 の領 土 は 自分 で 管

理,運 営 に あ た るべ きで あ る(白 人 に いつ も ボ ス面 され る の は い や だ)」,「 先 祖 の地

へ の 責任 と ノス タ ル ジア(儀 礼,ま つ りをふ くむ)」,「 環 境 へ の不 適 応(バ ー デ ィ族

の 場 合,海 洋 民 が 内陸 の セ ッル メ ン トに強 制 的 に 入 れ られ,そ こで の 活 動 に興 味 を し

め さ な い。 マ ニ ング リダ の 場 合,ブ ラ ラ族 が他 の部 族 の地 に 入 った た め狩 猟 採 集 活 動

がで きな い)」,「 土 地所 有 権 法 へ の 関 心(鉱 山使 用 料 へ の 利害 と期 待)」 な どが あげ ら

れ て い る。 第 二 は(セ ツル メ ン トの)社 会規 模 が大 き くな りす ぎ,適 応 が困 難 にな っ

た こ とで あ る。 「言 語 が 多 す ぎ て,英 語 が共 通語 に な って しま う(自 分 の言 語 が しゃ

べ れ な い)」,「 他 部族 に対 す る疑 惑,敵 意(病 気 や死 は呪 術 によ って お こ る と考 え ら

れ て お り,そ れ が仲 のわ る い他 部 族 に よ って お こな わ れ る と信 ず る)」,「 青少 年 の し

つ け,教 育 が乱 れ て い る(長 老 の い う こ とを きか な い)」 等 の 理 由 が あ る。 第 三 は 白
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人 対 ア ボ リジニ関 係 で あ る。 「白人 の考 え て い る こ とが わ か らな い(経 済 観 一 白人 は

互 酬 制原 理 が わ か らな い,権 利 と義 務 に対 す る考 え が ま った くち が う)」,「 アル 中,

ペ トロス ニ ッ フ ァ(シ ンナ ー遊 び の よ うな もの ガ ソ リンを臭 ぐ)な ど 白人 は有 害 品 を

も ち こむ」 等 の理 由 が あ る。 つ ま り,伝 統 的土 地 観 の ゆ らぎ,肥 大 化 した社 会,白 人

の 存在 とい う三 つ の理 由 に よ り,彼 らは セ ツル メ ン トを は な れ 自分 の領 土 で 自分 た ち

だ けの 社会 を つ くろ うと して い る のだ との べ て い る。

　 ア ゥ トス テ ー シ ョ ン運 動 は,人 類 学 者 の ア ドバ イ ス や 国 際世 論(ア メ リカ で の

Alaskan　 Native　 Claims　 Settlement　 Act(1971)の 成 立 や市 民権 運 動),そ れ に呼 応

した か た ちで お こ った 都市 ア ボ リジニ の少 数 民 族 運 動(Freedom　 Ride(1963)か らは

じま る一 連 の動 き)に 加 え,1972年 に誕生 した進 歩 的 な労 働 党 政 権 によ って 積 極 的 に

制 度 化 をす す め て い っ た。 これ に よ り道路 整 備,簡 易 飛 行 場(air　 strip),無 線 電 話,

配 達 用 の 四輪 駆 動 車 や モ ー タ ー ボ ー ト,上 水道,家 屋,分 校,産 業 ・美 術 工 芸 振 興 費

な どの資 金 や基 金 が 比 較 的潤 沢 にDAAを つ う じて投 入 され た。 コ ミュニ テ ィ側 は

セ ッ ル メ ン トを 受 け皿 と して 自治 会(council)と 実行 機 関 をつ くり,土 木 建 設,ク ラ

フ ト ・セ ンタ ー,マ ーケ ッ ト,お よ び食 糧 お よ び 社 会保 障 金 の配 達 な ど の サ ー ビ ス ネ

ッ トワ ー クを と との え て い った 。

　 現 在,ア ー ネ ム ラ ン ド旧 保 護 区 内 で は ダ ー ウ ィ ンにDAAの 西 部 分局 が あ り,そ こ

表5　 アーネ ムラン ドにおけるア ウ トステー ションの人 口と構造

セ ン タ ー

(東 部)

ア ン グ ル ル

ガ リ ウ ィ ン ク

ナ ン ブ ラ ワ

ラ マ ン ギ ン グ

ウ ン バ ク ンバ

イ ル カ ラ

ガ プ ウ ィ ヤ ク

ミ リ ン ビ ンギ

(西 部)

マ ニ ン グ リダ

ミン ジ ャ ラ ング

オ ー エ ン ペ リ

ジ ヤ ビ ル

ウ ル ウ イ

ア ウ トス テー
シ ョ ンの 数

活 動範 囲
(平均値) 総 人 口

ア ウ トス テ ー
シ ョ ン人 口

6

12

4

4

5

11

9

8

26

　5

18

　8

　0

12.5

52.0

77.5

11.5

30.0

130.0

53.0

15.0

30.0

29.0

92.5

53.0

　 945

1,678

　 427

　 363

　 455

1,422

　 581

1,021

1,242

　 307

　 848

　 258

ユ63

113

85

104

105

468

161

221

631

57

345

169

[DAA　 1984]に よ り作 成 。
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にオ ーエ ンペ リ,マ ニ ン グ リダ,ミ ンジ ャ ンラ ング(ク ロ ーカ ー 島),ウ ル ウ ィ　(ゴ

ル バ ー ン島),ジ ャバ ル ー(旧 保 護 区外 に あ る)の セ ッ ル メ ン トが お かれ て い る。 ま

た ノ ロ ンボ イ に東 部 分局 が お かれ ミ リ ンギ ン ビ,ラ マ ンギ ニ ング,ガ リウ ィ ンク(エ

ル コ島),イ ル カ ラ,ガ プ ウ ィヤ ク,ウ ンバ ク ンバ(グ ル ー ト島),ア ングル ル(同),

ナ ンブ ラ ワ の セ ツル メ ン トが あ る。 それ らの セ ツル メ ン トに セ ンタ ー(Outstation

Resource　 Centre,　 Homeland　 Centerな どの 名 称 が あ る)が おか れ て そ れ ぞ れ4～

26カ 所 の ア ウ トス テ ー シ ョ ンの 維 持 に あた って い る[DAA'1984](図5,表5)。

B.　 伝統社会の確立

　 筆 者 の調 査 した マ ニ ング リダ管 区 は ア ウ トス テ ー シ ョン運動 の お こ った場 所 で あ り,

現在 も っ と も活 動 的 で充 実 した 地 域 で あ る と いわ れ て い る。 マ ニ ング リダ は1957年 に

政 府 によ って つ く られた セ ッ ル メ ン トだ が,1958年5月57人,9月330人,1969年1,050

人(他 に 白人150人)と 急 速 な成 長 を とげ た と い う記 録 が あ る[MEEHAN　 l982]。

1969年 の記 録 は ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動 の は じま る直 前 に あ た り,こ の 頃 この地 域 の

ほ とん どの ア ボ リジニ が マ ニ ング リダ に吸 収 され て いた とい う。1972年 の統 計 で はマ

ニ ング リダ の約 三 分 の一 の 人 口 が(一 年 の うち の かな りの期 間)ア ウ トス テ ー シ ョン

に住 ん で いた。1974年 に は そ の数 約500人 とな り,ア ウ トス テ ー シ ョン数 は11で あ っ

た[MEEHAN　 and　JoNEs　 1980:133-134]。

　 DAAの ア ウ トス テ ー シ ョンの 調 査[DAA　 l981]に よ る と1980年 度 は13カ 所403

人 で,一 村 あ た り31人(最 大 値90人,最 小 値13人)で あ った 。 そ して,1982年 は26カ

所625人,一 村 あた り24人(最 大 値60人,最 小 値2人)で あ る。 この う ち一 村 あ た り

の 人 口量 に つ い て1980年 と1982年 度 を く らべ る と平 均 値 で は30人 か ら24人 に,最 大値

で は90人 か ら60人 へ と変 化 して い る。 これ は一 村 の 構 成 が か つ て の ホル ド　 　 親族 関

係 に あ る数 家 族 　 　 構 成 に 次 第 に ちか づ き5),ク ー ム スの い うsocial　 controlの よ

くき く集 団 に ま とま りつ つ あ る こと を しめす 。 しか も ア ウ トス テ ー シ ョンの住 民数 は

ふ え る傾 向 に あ るの で,マ ニ ング リダ の ア ボ リ ジニ社 会 が 伝 統 社 会 の か た ち に再 編 成

され て い く様 子 が 明 確 に よ み とれ るの で あ る。

　 そ の趨 勢 は ア ウ トス テ ー シ ョ ンの地 理 的分 布 に も明 らか にあ らわ れ て い る。 マ ニ ン

グ リダ管 区 の 地 図 を10km2メ ッ シュで 区 切 り,メ ッシ ュ内 の ア ウ トス テ ー シ ョ ンの

5)マ ニ ング リダ管内で松 山利夫氏が住 みこみ調査をお こな っているが ガマデ ィ村 は,典 型的な

ホル ド型 のアゥ トステー ションである。1977-86年 までの記録によると,む らの人 口は7-23人

の幅を もって動いているが,そ の成員は20人 と固定で きるとい う[松 山　 1988]。
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表6　 マニ ング リダにおけるアウ トステー

　　　シ ョン分布の ポァソン検定

メ ッシュ内頻 度 測定値 ボアソン値

0

1

2

3

26

18

3

1

29.1

14.5

3.6

0.6

カ イ ニ 乗==　 0.　7,D・E-3,有 為 差 な し

数 をか ぞ え,ポ ァ ソ ン分布 で検 定 を お

こ な うと,そ の 分布 が ラ ンダ ムで あ

る[小 山　 1983](図6,表6)こ とは

ア ウ トス テ ー シ ョ ンの地 理 的 分布 が狩

猟 採 集 民 の本 来 の居 住 様 式 で あ る拡 散

型 を と って い る こ とを しめす 。 ア ウ ト

ス テ ー シ ョ ンの生 活 が車 や ボ ー トに よ

る人と物資の輸送 に頼 っているため,道 路や水路のあり方に影響された集中型になる

という予想に反するものであった。

図6　 マ ニ ング リダ の ア ウ トス テ ー シ ョ ン

表7　 マニ ング リダ とそのア ウ トステー ションの人 口構成

年 令

0-14

15-59

60以 上

ア ウ トス テ ー シ ョ ン マ ニ ング リダ 全 地 域

男 女 男 女 男 女

165

77

73

166

73

76

159

156

25

111

148

15

324

233

98

277

221

91

[DAA　 1984]に より作成。
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表8　 東西 アーネム ラン ドにおけるセツル メン トとアウ トステーシ ョンの

　 　 人 口比率

セ ツ ル メ ン ト　 ア ウ トス テ ー シ ョ ン 計

東 アー ネ ム ラ ン ド

西 ア ー ネ ム ラ ン ド

計

5,562　 (80.7%)

1,625　 (57.5%)

7,187　 (73.9%)

1,265　 (19.3%)

1,202　 (42.5%)

2,467　 (26.1%)

6,892　 (100.0%)

2,827　 (100.0%)

9,719　 (100.0%)

[DAA　 19841に よ り作 成 。

　 ア ウ トステ ー シ ョ ン運 動 の な か で,人 口 は ど う構 成 さ れ て い る のだ ろ うか 。1982年

度 の資 料 に よ って この 地域 の 年 令構 成 を み る とセ ッル メ ン トと ア ウ トス テ ー シ ョン間

で 前 者 は成 人 層 が 突 出 し,後 者 は 幼,成,老 年 層 が ほ ぼ 同率 と い う奇 妙 な か た ちを と

る。 た だ し,地 域 全体 と して は 健 全 な ピラ ミッ ド型 に ち か い(表7)。

　 この 事 実 は彼 らが 定 住 的 な 居住 形 態 を と らず,移 動(nomad)的 で あ る伝 統 を いま

だ につ よ く残 し,食 糧 の 確保 や 医 療,教 育,レ ク リエ ー シ ョ ンな ど,必 要 に応 じて ア

ウ トス テ ー シ ョン とセ ツル メ ン ト間 を動 くこ とで セ ツル メ ン トの機 能 を うま く利 用 し

て い る こ とを しめ す 。 しか し,近 代 的設 備 の と と の った ま ち の生 活 はや は り魅 力 的 な

もので 近 代 化 の す す ん だ 東部 ア ーネ ム ラ ン ド(表8)の ガ リウィ ンクで は セ ッル メ ン

トに常 住 し,週 末 や休 日に ア ウ トス テ ー シ ョ ンにで か けて 狩 猟 採 集 生 活 を楽 しむ とい

うマ ニ ング リダ と は逆 の 形 が あ らわ れ て い る[杉 藤 ・窪 田　 1986]。

　 マ ニ ング リダ の ア ボ リジニ 社会 は 社会 保 障 金 と援 助 金 に よ って ま か な わ れ る無 線 電

話,四 輪 駆 動 車,鉄 砲,小 麦 粉,茶,砂 糖,カ ンヅ メ な どの 物 質 文 化 の うえ に た って

ホ ル ド,拡 散 型,移 動 型 とい う伝統 的 な形 態 を適 応 させ て 近 代 狩 猟 民 社会 とで もよぶ

べ き社 会 を つ くりあ げ つ つ あ る の で あ る。 しか し,近 代 都 市 型 と もい え るガ リウ ィ ン

ク型 に 変容 して い く こ と も充 分 考 え られ るの で あ る。

C.　 芸術 と社会の復興

　 ア ウ トス テ ー シ ョン運動 の な か か ら生 ま れ た大 きな成 果 の一 つ にア ボ リジニ 芸 術 が

あ る。 ア ボ リジニ 社会 の 自 立 を め ざす 政 府 は農 業,牧 畜,製 材,漁 業 な ど さ まざ ま な

産 業 振 興 プ ロ ジ ェ ク トを推 進 した 。 しか しそ れ は一 部 地 域 をの ぞ いて ほぼ 完全 に失 敗

した 。 そ の な か で 残 った の が 美 術,工 芸(Art　 and　 Craft)で あ る。 中央 砂 漠 パ プ ニ ア

の 砂 絵,ア ーナ ベ ラの ろ うけつ 染,ア ー ネ ム ラ ン ドの木 皮 画,彫 刻 な ど に代 表 され る

ア ボ リジニ 芸 術 が 独 特 な手 法 と鮮 か な 表現 で注 目 を集 め た。 ま た,編 み 物,小 彫 刻 な ど

も土 産 物 と して の販 路 を 開拓 して い った。 美 術 工 芸 産業 は 現在 の と ころ彼 らの個 人 や
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家 族 の 現 金収 入 と して は28%と 高 い が,財 源 と して の 比 重 は 低 い[ALTMAN　 1987]。

　 しか し重 要 な こ とは美 術 ・工 芸 品 は単 な る芸 術 で は な くほ とん ど が神 話,伝 承 を背

後 に もつ 彼 らの ド リー ミング とよ ばれ る宇 宙 観 を 表 現 す る手 段 で あ る こ とで あ る。 し

た が って そ れ は彼 らの生 活 そ の もの や 社 会 の 存在 自体 に つ な が って い る。 そ れ が ひ ろ

く一般 に紹 介 され た結 果,ド リー ミ ングを 失 って しま った り断片 的 な記 憶 や記 録 で し

か も って い な か った都 市 の 混 血 ア ボ リ ジニ に と り入 れ られ,彼 らの ア イ デ ンテ ィ テ ィ

回 復,ま た は ア ボ リジニで あ る こ との 誇 りを あ た え る こ と にな った。 つ ま り ドリー ミ

ング は1920年 代 に不 明 瞭 な か た ち の ま ま形 成 さ れ て き た混 血 ア ボ リジニ の ポ ピ=レ ー

シ ョ ンを ア ボ リジニ 社 会 にひ きつ け統 一 す る役 割 を はた した の で あ る。 これ によ って

オ ー ス トラ リア ・ア ボ リジニ 社 会 は 復興 と再 編 成 へ の た しかな 道 す じを発 見 した とい

え るで あ ろ う。

W.異 文化接触の顛末

　異文化接触すなわち二つ(以 上)の 文化が接触 したときその結果がどうでるかは興

味深い問題である。梅棹忠夫は諸文化要素の結合によってできあがっているシステム

を 「文明」とよんで,現 代 日本文明のなかで機能 している和風 洋風,中 国風という

諸要素の統合様式を考え,折 衷,習 合,置 換,並 立の四つのかたちがあるとしている。

しか し折衷,習 合,置 換の三者は結局部分的におわり,並 立的共存すなわち 「昔か ら

の伝統的なものはそのまま存在 し,新 しく外からはいってきたものもその居場所をあ

たえられる」方向にしぼりこまれるだろうとのべている。ただ しこの場合は日本 とい

う巨大で安定度の高い文明が,中 国,西 洋の文明の文化要素をぬきとり利用するとい

う力の均衡 した文化接触のケースである。 しか し一方が圧倒的に優勢である場合,つ

まり大航海時代以降のヨーロッパの部族社会への伸長という近代史の中では,劣 勢な

側が消滅 したり,優 勢な側へ吸収されて しまうという型がありうるだろう。

　すでにのべたように本論文はこの問題をオース トラリア ・アボ リジニ社会を例にと

って,人 口の変動 という視点からとらえようとした。ある社会の入口量を文化(一 定

の行動や思考のパターン)を 共有 し支えている集団の力と考えるとオース トラ リア ・

アボリジニも世界の他の民族の例,た とえばインカやアメ リカィンディアン社会でみ

られるように政治集団や純血の人種が滅亡 したあとも,そ の地には征服者側の文化 と

は別種な文化が育 っているという共通 した現象に気がつ くのである。

　オース トラリア大陸は1788年,イ ギ リスの植民地 となった。これにより狩猟採集民
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図7人 口 変 動 の 模 式 図

で あ る オ ース トラ リア ・ア ボ リジ ニ社 会 は圧 倒 的 に優 勢 な,西 洋 文 明 と対 す る こ とに

な る。 そ の結 果 は無 残 な もの で,急 速 に 人 口が 減少 し,社 会 崩 壊 が お こっ た。

　 しか し,人 口量 で み る と1920年 代 か ら,回 復 を み せ は じあ,1950年 代 にな る と高 い

率 で の伸 びが み られ る。 その 人 口変 動 を模 式 図(図7)で しめ す と,世 界 各 地 で の 白

人 との接 触(white　 contact)の 典 型 的 なパ タ ー ンを しめす こ と がわ か る。

　 上 昇 に む か っ た,オ ー ス トラ リア ・アボ リジニ 人 口 の動 きを くわ し く観 察 す る と,

1920年 代 か らの 増 加 は ア ボ リジニ 社会 が完 全 に破 壊 され た南 部 の都 市 部 で お こ って い

る。 そ れ は 白人 との 接触 の 結果 形 成 された 混 血 ア ボ リジニ集 団 の膨 張 で あ る。 しか し

この集 団 は ア ボ リジ ニ集 団 と して の ア イデ ンテ ィテ ィが な く,し か も白人 集 団 で もな

い と い う不 明確 な集 団 だ った 。 一 方,1950年 代 か らの人 口増 加 は ノ ーザ ンテ リ トリー

の大 保 護 区の 設 定 や 社会 福祉 の 整備 な どに よ る政 府 の保 護 政 策 の 結 果,伝 統 的 社 会 の

人 口 が増 加 した た め で あ る。 さ らに北 オ ース トラ リアの 伝 統 的 社会 は1970年 代 初 頭 か

ら自立 へ と動 き は じめ る。そ れ は ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動 と よば れ,セ ツル メ ン トに ほ

とん どの 人 口が 集 中 す る 西 洋 的 な居 住 形 態 か ら,ホ ル ドに よ る拡 散 型 の 居住 形態 とい

う伝 統 型 へ の 回帰 運動 で あ った。そ して そ の な か で くりひ ろ げ られ た芸 術 ・儀 礼 の 振興

を つ う じて ド リー ミング とい うア ボ リジニ社 会 固 有 の 観 念 がつ よ くう ちだ され て きた。

　 ド リー ミン グの観 念 は ア ボ リジニ とい う人 種 の 形 成,個 人 の 生 と死,社 会 や生 活 の

あ り方 な どを 包括 す る観念 で あ る。 ド リー ミ ングの 思 想 に よ って,都 市 部 の 混血 ア ボ

リジ ニ集 団 は 自分 た ちが ア ボ リジニ 社会 に属 す る と い う ア イデ ンテ ィテ ィ確 立 の 根 拠

をえ た 。 そ の 結 果,混 血 ア ボ リジニ集 団 と伝 統 的 ア ボ リジ ニ社 会 が 統 合 され,新 しい

ア ボ リジ ニ社 会 が 成 立 した の で あ る。

　 西 洋文 明 と接 触 した あ との ア ボ リジニ社 会 に対 す るオ ース トラ リア人(人 類 学 者 も

ふ くむ)の あ りか た に つ い て の概 念 は ア ボ リジニ社 会 の 人 口量 に応 じた変 化 を みせ て
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い る。 崩 壊 期 と その 後 の 低 迷 期 には,ア ボ リジニ 社会 は消 滅 の 運 命 にあ る と考 え られ

て いた[ROWLEy　 l970]。

　 「消 滅 」 の 概 念 は 純 血 や 固 有 文化 の 消 失 に 対 す るロマ ンテ ィ シズ ム と して``The

Last　of　the　Tasmanian"[BoNwlcK　 l970]や``End　 of　Dreaming"[DRYsDALE

and　 DuRAcK　 l974]な ど最 後 や終 焉 を 強 調 した タ イ トル に 残 って い る。 ま た20世

紀 初 頭 に つ よ ま った ミ ッ シ ョ ンの 保 護 政 策 も この線 にそ った もの だ と いえ るだ ろ う。

　 人 口 の 増加 期 に は 「吸 収 」 の 概 念 が あ らわ れ る。 ア ボ リジニ 社会 はつ い に は 白人貧

民 層 に 編 入 さ れ る だ ろ う とい う考 え がそ れ にあ た る[MEEHAN　 andJoNEs　 l980]。

ま た1960年 代 ま で つ づ いた 政 府 の 同化(assimilation)政 策 も同質 の もの とみ な す こ

とが で き る。　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 』

　 しか し,現 在 は ア ボ リジニ社 会 の再 編 成 によ って 彼 らは 自 立(self　determinant)へ

む か い,一 民族 と して の ア イデ ンテ ィ テ ィを 確 立 し,多 民族 国家 オ ー ス トラ リアの 一一

員 と して横 一 線 に な らぶ 状 態 にな って い る。 す る と西洋 文 明 に 対 して,鎧 袖 一 触 の 滅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

亡を危ぶまれた,文 化要素の少ない簡単な構造をもつアボ リジニ文化でさえも,そ の

再生のためには自らの文化的コンテキス トのなかで,伝 統的なものを中心に新 しい要

素を加えて再構成するという 「並立的共存」のかたちしかありえなかったのだといえ

るだろう。 したがって今後のアボリジニ社会の課題は民族 としての文化を支える力,

すなわちその構成員をできるだけふやすとともに,新 しく成立 した文化複合をどのよ

うに充実していくかにかかっていると考え られるのである。
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